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られている」、「会計基準を強制していない」の特
徴、中小会計指針の構成と2006－2015年毎年の
改訂内容について紹介した。第３節の中小会計指
針適用と課題では、中小会計指針の「拠ることが
望ましい」と「一定の水準を保ったもの」の目的
を示し、それのもたらす影響と棚卸資産、税効果
会計、有価証券及び優遇措置などの問題点を考察
した。
　そして、第３章では、中小企業版IFRSの公表
経緯とその性格について論じた。ここでは、第１
節で、国際会計基準形成背景、経緯、特質と最近
の動向について調べ、日本の会計基準との比較
を行った上で、国際会計基準の課題を検討した。
第２節で中小企業版IFRSの策定経緯（討議資料、
公開草案）の内容を検討し、第３節で中小企業版
IFRSの認識・測定における簡素化と除外、IFRS
との相違を検討したうえで、中小企業版IFRSの
導入実態を分析した。そして、中小企業会計の
国際動向を考察し、中小企業版IFRSが公正妥当
と認められる会計基準として承認されないと、
IFRS自身の高いハードルの原因で日本への適用
が困難なことを明らかにした。
　最後に第４章では、中小会計要領の普及と展望
について考察した。第１節で中小会計要領の策定
経緯を説明し、総論、各論、様式集を構成された
要領の体系を述べた。第２節で中小会計要領の適
用対象、中小会計指針と検討アプローチの方法、
目的、税法との関係、国際会計基準との関係など
の項目から比較、考察し、中小会計要領の特徴を
明確にした。また、中小会計要領、中小会計指針、
中小企業版IFRSとの関係と適用状況を明らかに
した。さらに第３節に中小会計要領について先行
研究において提起されたいくつの課題を検討し、
中小企業会計のあり方について考察した。そこで
は、今後の日本の中小企業会計がどのような方向
へ向かうのかを展望する中で、中小会計要領の普
及と活用の必要性を明らかにした。
